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5.  大学院学生のキャリアと満足度

大学院学生の入学までのキャリアは、2017年度と同様の傾向を確認できます（図21）。理系修士課程では9割以上が「学部・大学院
卒業後そのまま入学」であり、この比率は、文系修士、文系博士後期、理系博士後期では6割程度にとどまります。専門職大学院学生の
場合には、「学部・大学院卒業後そのまま入学」の場合と、「仕事を継続したまま・転職時に入学」の場合とに分かれています。

現在受けている研究指導の満足状況についても、2017 年度と同じ傾向となっています（図 22）。総じて満足度は高く、「満足している」
の比率は、修士課程よりも博士後期課程で高い傾向があります。また、大学院での授業や研究環境の満足度も、2017 年度と同じく、
研究指導ほどではありませんが総じて高いようです（図 23）。

図21　大学院入学経路

図22　研究指導の満足度

図23　授業・研究環境の満足度


